
医師事務作業補助体制の取糾み状況について施設基準届冊別，∴みろと、「人「㍍時l欠′■㍗首鱒  

加牒し（ハ届＝月払設では 一晩り組んでいろ が905（‰、Ⅷ▲伸H二丸ろか 的り耗11んてい′出  

が54一宮】、「計画（ニ／ごい＿ が14りムてあ／）たLJ去た、順糾座席作業き刷裾相川「将（′巧山＝施  

設では「取り組んでいる」が976一粒、「れ【附こあるが、耳丈り糾んでい／こい」が09り†．で√lへノ  

たL，「ハイリスク分娩管坪加簡㌦両肘凋はでけ「取り組んでいろ が645（冥j、「．汁L呵に鼠  

なが、取り組んでいない＿ が17－7一‰、「．汁画にない．が11】′墨Jてあ／〕た   

「／、イリスク分娩管理加臥 の届H施．役では、「収り組んでいろ＿ というl可答割合が仙ノ）  

施設胤準相律牒潤と比較して快い≠，のグ）、「計附こあろが、取り糾んてい／こい」という胞、；貸  

が2割近くあ／）た。  

図表40 負担軽減儀の取組み状況（施設基準届出別）  

～②医師事務作業補助体制－  

0ヽ     2（n     40ヽ     80ヽ     8（h l（X）ち  

【削巾弥農作業補助体制に閲すろ取組みを開始した時期についてみると、巨釦≠」でほ「平  

成20叶〕月以前」が339一光，、「可7成20隼4月以降」が62用，であ／⊃た。   

施設基準届出別にみると、「人院時医7管理加計 の届出施設では「平成20年3月以札  

が29－9％、「中一弦20年4月以降′ が627％、「医師事務作業補助体制加勘 の届出施設では  

「サ成20年3十けパ軋 が299－‰、r平成20年4Jl以降」が659一弘、「ハイリスク分娩管理  

加算」の届＝塵．没で11「平成20隼3月以軌が335ヅ，、「平成20隼4月以降」が引5％で  

あ一」たく、  

図表41負担軽濾策の取組み開始時期（施設基準届出別）  

－②医師事務作業補助体制－  

0ヽ     20ヽ    40ヽ    801    801    tO（汽  

全体  
（∩＝398）  

入l完昨医学書増加算  
届出施恨（n＝87）   

医師■精作集積助体¶  
加暮届出施設（∩＝331）  

ハイリスク分娩甘増加嘉  
届出施設（∩＝2（氾）  

全休  
（∩＝518）  

入快時医学管理加暮  
届出絶世（n＝74）   

医師事務作1繍肋体刑  
加算届出施設（∩＝3ユウ）  

ハイリス舛｝娩管理加暮  

届出施設（∩＝3tO）  

■平成20年3月以前   □平成20年4月以降   ロ■回答  

□計画にあるが、取り組んでいない  

■その他   （は）各墳‖について「取り組んでいる」とl亘答のあ／）た鬼謀を対象に集副をイ丁つた   

短時間正規雇用の医師の活用に関する取組み扶況について施設基準届川別にみろと、「＼  

院時医学管印加随」の届出施設では「取り糾んでいろ一 が33g％、「計画rにあるが、取り組  

んでいない」が2701‰．「計師こ／亡い」が35t％であったい また、「医師各席作業桶洲本制  

加乳 の届出施設では「取り組んでいる」が26ぎ％、「計画にあるが、取り組んでい／亡い  

が227％、L計画にない．が416（沌であった．rノ、イリスク分娩管理加算」のJ削11施設て‾；I  

「取り組んでいる」が265％、「計画にあるが、取り組んてい／ハ、が t77一冥，、「計剛－／亡  

い」が4只l％であ′」た   

いずれの施設基準哺／1」施設においても r計画に／亡い＿ が放ヰ」多′亡レノたう、、「ノ、イリスケノナ  

娩管理加軋 のJdJrl施設では48－t一払と他に比へて高か′ノた 

園表42 負担蛙濾策の取相み状況（施設基準届出別）  

－③短時間正規t用の医師の活用～  

0ヽ     20ヽ    帖    80ヽ    80ヽ   1（満  

矧時間正三規雇用の阻師跡活用こ関する取組みを開始Lた時期についてみると、「全体」で  

は「平成20年3月以軋 が672％、r平成20隼4月以恥 がヱ44－払であった。   

施設拡準届出別にみると、「入院時医学管搾加算」の届川施設では坪成20年3月以軋  

がる4－0％、「平成20年し4月以降」が240｛錆、「医師事務作業補助体制加傾」の届ili施設では  

「平成20qミ3月以軋が70㍗‰、「平成∴0隼4月以降」が220一粒、レ、イリスク分娩管理  

加算＿ 折偏出施設ではトF†戊ヱ0年二〕月以軋 が5g5（施、「平成20年4月以降」が305％で  

あったり   
「／、イリスク分娩管理加臥の届川施設では、「平／戊20年4月以降．の割合が〕05％と、  

他に比べて高かった，  

飽表43 負担軽減策の取縮み開始時期（施設基準届出別）  

～（卦短時間正規t用の医師の活用～  

（粍 10ヽ 20ヽ 彿 ヰ（）ヽ 50ヽ 8（）1 70ヽ 8肌 軌1肌  

全体  
（∩＝518）  

入院時医攣管理加事  
届出施設（∩＝丁4）   

医師事潤作暮補助体制  
加暮届出施設（∩＝339）  

ハイリスク分娩管理加事  
届出施設（n＝310）  

全体  
（n＝131）  

入院時医学管理加暮  
届出施設（∩＝25）   

医師事務作★補助休椚  
加算届出施設（n＝9り  

ハイリスク分娩管理加暮  
届出施設（∩＝82）  

ロ計画にあるが、取り組んでいない  

■その他  
■平成20年3月以前   □平成20年4月以降   口無回答  

（注）丼Lれ【」について「取り組んでいろ」と回答び）あ′）た施設を対象に集計を行／）た   



連綿当直を行わない勤務シフトに関する取組み4人況について施設基準届出別にみると、  

「入院時医学管理加層」の届出施設では「取り組んでいる」が797％、「計画にあるが、取  

り机んでいない」が4l（施、「計画にない」が6．只％であったく また、「医師事務作業補助体  

制加虜」の届山施倭では「取り組んでいる」が77．6％、「計酎こあるが、放り組んでいない」  

がる．2t姑、「計画にない」が6．2％であった。「ハイリスク分娩管閂加算」の届山鹿設では「取  

り組んでいる」が690％、「計動こあるが、取り組んでいない」が8．7％、「計画‖こない」が  

12．3％であった。  

国璽44 負担軽減策の取組み状況（施設基準届出別）  

－④連続当直を行わない勤務シフト一  

肌    20ヽ    40～    8肌    8肌   1（X汽  

連続、1血を子fわ／ハ、勤務シフトに関する取軋みを開妬した噂期についてみると、「全体」  

では「JIろゎ丈20年3月以前．が916％、「、ド成20隼4月以降」が2．7％であったく．   

施設厳準届州別にみると、「入院時医学背理加臥 の／領土1施設では「、F戚20年3月以前」  

が只ウR％、「平／戊20隼4月以降」が3．4‘払、「医師事務作業補助体制力‖算」の届山鹿設では  

トI／J戊20年3月以前」が920一粒、トF成20年4月以降」が3．4－‰、「ハイリスク分娩管理加  

軋 の届出施設では「平／戊20年3月以前」が93．0％、「平成20咋4月以降」が1．9％であ  

った。  

図表45 負担軽減策の取組み開始時期（施投基準届出別）  

～④連続当直を行わない勤務シフト～  

0ヽ     20ヽ     ヰ01    80ヽ     80ヽ    l（仇  

全体  
（n＝518）  

入院時医学管理加暮  
届出施劇（n＝丁4）   

医師事欄欄▲補助体欄  
加工届出掩個（∩＝339〉  

ハイリスク分娩t理加暮  

届出施設（n＝3柑）  

全体  
（n＝37り  

入院時医学管理加暮  
届出施劇（∩＝59）   

医師事積作暮補助体割  
加暮届出施設（n＝283）  

ハイリスク分娩管理加暮   
届出掩朋（n＝21●）  

ロ計画にあるが、取り組んでいない  
0計凰にない  ■その他  
■取り組んでいる                  ロー回答   

■平成20年3月以前   口平成20年1月以降   ロー回答  

（注）各項目について「取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った。   

当直後の通常勤務に係る配慮に関する政組み状況について施設基準届出別にみると、「入  

院時医学管理加算」の届出施設では「取り組んでいる」が62．2％、「計距削こあるが、取り組  

んでいない」が189％、「計画にない」が135％、「医師事務作業補助体制加算」の届出施  

設では「取り組んでいる」が499％、「計画にあるが、取り組んでいない」が23．‘％、「計  

画にない」が17▲7％、「ハイリスク分娩管理加算」の届出施設では「取り組んでいる」が45．宗（払、  

「計画にあるが、取り組んでいない」が210％、「計画にない」が24．2％であった。  

図表48 負担軽減策の取組み状況（施設基準届出別）  

～（訂当直後の通常勤務に係る配慮－  

O11肌 201 30ヽ 4仇 5仇 8（粍 70ヽ 8肌 軌l∝粍  

当直後の通常勤務に係る配慮に関する取組みを開始した時期についてみると、「全体」で  

は「平成20年〕月以前」がg2，4％、「平成20年4月以降」が1】8％であった。   

施設基準届出別にみると、「入院時医学管理加蘭」の届出施設では「平成20年1月以前」  

が78．3％、「平成20年4月以降」が130％、「医師事務作業補助体制加算」の届出施設では  

「平成20牢3月以戸机が8l．7％、「平成20年4月以降」が12．4％、「ハイリスク分娩管理  

加凱届出施設では「平成20年）月以前」が別0％、「平成20隼4月以降」が120％であ  

った。  

図表47 負担軽減策の取組み開始時期（施酸基準届出別）  

－⑤当直彼の通常勤務lこ係る配慮－  

0ヽ     2帆    l仇    肌    8肪   1肌  全体  
（∩＝5川）  

入鏡時医学管理加暮  
届出施設（∩こ71）   

医師事I夷作暮補助体¶  
加算届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出旛劇（n＝310〉  

全体  
（∩＝233）  

入快晴匿肇管理加暮  
届出施牧（nニ48）   

医師事♯作■補助体制  
加∫届出施眉（∩＝18g）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出絶牧（†下川2）  

□計画にあるが、取り組んでいない  

■その他  
■取り組んでいる        8什圃にない          ロー回答  

■平成20年3月以前   臼平成20年4月以降   ロ■回答  

（往）各項目について「取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った。   



2）医師への経済面での処遇改善lこついて   

医師への緯済面での処遇改動こついてみると、全体では「改善Lた」が45－0％、「変わら  

ない」が537％であった。   

施設基準届出別にみると、r入院時医学管理加償＿の届侶施誤では「改葬した」が527％、  

「変わらない」が459％、「医師事務作業補助体制加算」の届出施設では「改善した」が47－29も、  

「変わらない」が516％、「ハイリスク分娩管理加算」の届出施設では「改革した＿が45．2％，、  

「変わらない」が5ユ2％であった。  

図褒48 医師への経済面での処遇改書状況（施設基準届出別）  

0ヽ     2（n J仇    80ヽ    8帆   l（椚  

医師への経済面での処遇を改善したという ココヱ施設について、その処遇改善の内容にっ  

いてみると、全体では鳩本給を増やした」が3‘2％、「手当を増やした」がT5，4％であっ  

た。   

施設基準届出別にみると、「入院時医学管理加算」の届出施設では、「基本給を増やした」  

が359％、「手当を増やした」が糾．‘％といすれも他の施設基準届出施設よりも高かった。  

「ハイリスク分娩管理加算」の届出施設では、「基本給を増やしたノは29．3％で「全体」よ  

りも低かったがゝ「手当を増やした」が糾．ユ％と「全体」よりも高かった。  

何畳49 処遇改書内容（♯数回苔、施設▲攣届出別）  

0．0ヽ 20．仇 ▲0．0180．O1 800ヽl00仇  

全体  
（n＝5川）  

入競婦匿肇管理加暮  
雇出施設（n＝丁●）   

医師事轟作霊ヰ肋体伽  
加嘉扁出欄瀾（∩ニ揖8）  

ハイリスク分娩t理加∫   

属出施毅（n＝J†¢J  

■本＊を■やした  

手当を増やした  

その他  

■改義した  □薫わらない  ○書風警   ロ全体  ■人醜叶■苧管理加算  
（lF2ユ2）  届出1枚（∩＝30〉  

■臣■事鶉作暮補助体¶  D∧イリスク分娩甘理加■   
加事■出蔦投（n＝100〉    雇出旛欄（∩三118）  

46   

「基本給を増やした」という施設について、その対象とした医師をみると、全体では「医  

師全臥 が朋．0％、T特定の診療科に勤務する医師」が190％、「特定の医師」が52．4％と  

なった。   

施設基準届出別にみると、r入院時医学管理加算」の届出施設では、他の施設基準届川施  

設と比較して「医師全員」が571％と高かった。  

園褒50 基本給を増やした対象の医師（♯数回答、施捜よ準届出別）  

0（h  20．（h  18（h  80仇  80（h l000ヽ  

特定の診療科の医師に基本給を増やしたという16施設について、「特定の診療科」の内  

容をみると、「医師事務作業補助体制加算」の届出施設（9施設）では「整形外科J（5施臥  

556％）が最も多く、次いで「内科」（4施設、叫4％）、「脳神経外科」（3施設、333％）、  

「外科．（2施臥ヱ22％）、「小児科．「救急科」（それぞれ1施設、Il．1％）であった。「ハ  

イリスク分娩管理加算」の届出施設（6施設）では「産科・産婦人科」（5施設、椚．3％）が  

最も多く、次いで「′ト児科」（2施設、33j％）であり、「内科」、「精神科」、「外科ハ「脳神  

経外科」およぴ「整形外科」がそれぞれ1施設、16．7％であった。  

図集51基本給を増やした「特定の診療科」（複数回筈、施設基準届出別）  

主 

，′ゝノ   
全体  16513346514 

25．0  

入院  時医学管理加嘗  u  0  0  0  0  0  
施設   0．0  

医師事務作業補助体   9  4  D    ：      5   0     0   
制加算届出施設   100．0  44．4  0．0  111  二二：  3〕．ユ    55．6   0．0   】1】  0．0   
ハイリスク分娩管理加   6      二           5   0  j   
揮届招庵設  100．0  16．7  ！6．7  jj．j  16．7  絹．7    16．7   釘．5   0．0  50．0   

医師全1  

特定の鯵欄瀾に  
勤務する医師  

特定の臣節  

ロ全休  
（n＝84）  

■臣鋳事務作業補助体¶   
加算届出施設（n＝50）  

■入院時医学管理加暮   
届出施酸（n二l刃  

ロハイリスク分娩管理加算   
届出施般（∩＝4り  

（注）表【中のj∵段数値の隠偉け 一件」、F段数他の単位は「％」である。   



「手当を増やした」という175施設に対して、その対象の医師の内容をみると、全体で  

は、「特定の医師」が側．0％で最も多く、次いで、「医師会貝」が39．4％、「特定の診棟科に  

勤務する医師」が）49％となった。   

施設基準届出別にみると、「入院時医学管理加算」の届出鬼没では、「医師全員」と「特  

定の医軌（ともに424％）が最も多く、次いでr特定の診撹科に勤務する医師」（364％）  

であった。また、「医師事務作業補助体制加算」の届出施設では、「特定の医師」（劇柑％）  

が最も多く、次いで、「医師会貝」（羽．0％）であった。r特定の診療科に勤務する医師」（29J％）  

は他の施設基準届出施設と比較すると低い割合となった。「ハイリスク分娩管理加虜」の届  

出施設では、「特定の診療科に勤務する医師」（崩．9％）が最も多く、次いで、「特定の医帆  

（415％）、「医師全員」（】4．7％）となった。  

四養53 手当を増やした対■の医師（複数回答、施設基準届出別）  

0．仇  孤．肌  10．仇  明，（札  的仇 1的．（h  

特定の医師に基本給を増やしたという銅施設について、その対経とした「特定の医師」  

の内容をみると、全体では「常勤」（61．4％）が最も多く、次いで「専門研修医（後期）」（18，2％）、  

「非常軌「臨床研修医j（ともに13る％）、「管理軌（2．3％）の腑であった。   

施設基準届出別にみると、「入院時医学管理加算」の届出施蘭では「専門研修医（後期）」  

が50．0％、「臨床研修医」が33．3％と、他の施設基準届出施設と比較して高かった。「医師  

事務作業補助体制加算」の届出施設では、r常勤」が69．0％で最も多く、他の施設基準届出  

施設と比較Lても突出していた。レ、イリスク分娩管理加曹」の届出施設では、†常勤」  

（3g．1％）が最も多く、次いで「専門研修医（後期）」（2＄．‘％）、「非常勤」（2）．8％）、「臨床  

研修医」（19．0％）、「管理職」（4．8％）であった∩  

同義52 暮本給を増やした特定の医師（♯数回筈、施設▲準届出別）  

00ヽ  20．0ヽ 10，○ヽ  80．O1 80．01 100．0l  

匿鐸全■  

鴨定の■書科に助鶉する■静  

特定の■■  

■全体（炉l乃）  ■人慎♯良筆一理加鼻  
属出篇朋（nニュ3）  

■書舞事≠♯徽犠れ穐¶  ロ∧イリス，分娩t理加1   
加暮属出▲股（nニーll〉    属出竃椴（n＝t18）   

○全♯（nコ川）   

●匿■事♯作集積助体■   
加暮烏出擁鮫（一戸28）  

●入瞳鴫匹攣t礫加雷   
鳥出▲駿（∩＝l）  

dハイリスケ分娩t環加雷   
員出暮恰（n＝21）   

特定の医師に対して「手当を増やしたJという77施設について、その対象とした「特定  

の医師」の内容をみると、全体では「常勤」（53．2％）が最も多く、次いで「非常勤」（2‘．0％）、  

「専門研修医（後期）」（柑2％）であった。この傾向はいずれの届出施設においても同様で  

あり、「入院時医学管理加算」の届出施設では「常勤」が7去‘％、「非常勤」が35．7％、「専  

門研修医（後期）Jが18，も％であった。【医師事儀作業補助体制加算」の届出施設では†常  

勤」が53．ぎ％、「非常勤」が21．2％、「専門研修医（後期）」が192％であった。「ハイリス  

ク分娩管理加償」の届出施設では「常軌が55．1％、「非常勤」が弧‘％、「専門研修医（後  

期）」が24．5％であった。  

図ホ55 手当を増やした特定の医師（複数回筈、施設よ揮届出別）  

0．（れ    20．（h lO．仇   t氾．鵬   80．Ol t（旧．（粍  

特定の診療科に勤務する医師を対射こ「手当を増やした」という古l施き削こついて、手当  

を増やした「特定の診療科」の内容をみると、全体では「産科・産婦人科」（7き．7％）が最  

も多く、次いで、「小児科」（Ⅰ9．7％）となった。   

施設基準届出別にみると、いすれの届出施設においても r産科・産婦人科」が最も多か  

った。特に「医師事務作業補助体制加算Jの届出施設、「ハイリスク分娩管理加熱の届出  

施設ではg5％前後と高かった。  

圃ホ54 手当を増やした特定の鯵緻科（♯数回菩、施設暮準届出別）  

0．（れ     2001    18J）l    00．Ol    め．仇    t00．Ol  

8全体（∩≡耶）  ■入鏡楕E事t】暮加算  
■出蝿投（∩＝t2）  

■杜断■轟作義輔助体■  Bハイリスク分娩■1加暮   
加暮書出▲斡（n≡封）    ■出先牧（∩＝53）  

□全体（n＝77）   

■匿■事わ作義欄亜渦叩   
加算■出龍股（rF5之）  

■入鴫鴫慶事t理加■   
属出施毅（∩＝川）  

8八イリスク分娩管理加暮   
騒出幾世くn＝49）  

－
－
 
－
 
－
■
■
■
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⑤入院時医学管理加井について  

1）入院時医学管理加暮の届出状況   

入院時医乍管理加宥のノ刺iiオナミ況に′）いてみると、「Jl机¶をして‘いろノが14〕－シ。r74他言設〕、  

「現在は届出なし、今後刷上1をチjう」が70％、り一別Ilをt．てい／ごい」芦、769‘‰であ／」た  

図表56 入院時医学管理加★の届出状況  

仇  20ヽ  ヰ仇  80ヽ  80ヽ  1ひ：性  

3）初鯵に係る選定■暮（実費徴収）の状況   

机診に係る選〉き療養（実費徴収）の状軋こついてみると、rある」が905｛払（67施設）、  

「／こい」がコ7％であった。   

机診に係る選定稼業（実抒徴収）が「ある」と回答した67施設について、1回あたりの  

選定療養（実費徴収）の金額をみると、平均は2，2347円（標準偏差り54貧、【中央値ヱ．000）  

であった∩  

図表58 初診に係る選定痩暮（実費徴収）の状況  

2）入院時医学管理加暮の届出が受理された時期   

入院時医学管理加算の届出が受理された時期についてみると、「平成20年1月＿（50．0■■も）  

が最も多く、次いで「7月」rlO目」（とt．にIO只％）、「9月．（6R％）であった。  

図喪57 入院時医学管理加算の届出が受理された時期（∩＝74）  

59 初診に係る選定療暮（実費徹収）の1回あたりの金額（∩＝67）  

机診に係る選定珠美 （実費徴収）顎（円）  

80ヽ  

80ヽ  

▲0ヽ  

！0ヽ  

○ヽ  
平戚ヱ○年 5月   8月   丁月   8月   9月  to月 11月 12月  書回薔   

▲月   

机診に係る選定療美（実費闊収）の】阿あたりり〕金額の分和についてみると、「】0001日以  

1二～2000円未満」（3gg％）が最も多く、次いで「200OH以上へづ000円未満」（2g4％）、r3000  

門以l・～4000円木満」（川9％）であった〔  

凪曇60 初診に係る選定療暮（実♯徴収）の1回あたりの金額・分布（∩＝67）  

○（粍    20t汽   40仇   880ヽ   80．0ヽ  100．【）ヽ  

⑥医師事務作業補助体制加井について  
1）医師事務作賽補助休制加算の届出状潔   

医師事務作業補助体制加算の偏≠冊洒についてみると、「届出をしている＿が657％りユ9  

施設）、「現在は届出なし、今後届けを行う」が66％、「届出をしていない」が27．5％であ  

ったり  

図喪62 医師事務作1補助体制加算の届出状潔  

仇  201  1（鵬  8仇  8（粍  l（X粍  

l∝旧円乗1   

日X叩円以上－2M円集満   

2（粕）円以上一3弼円未満   

3（H乃円以上一舶円兼業   

4∝氾円以上－5㈱円稟議  

5∝船円以上  
■属出をしている  ロ現在は届出なし、令嬢届出を行う  

8届出をしていない  ロー回答   

4）平成20年10月1か月間の手術件数等  

、FI戊20年10月1か月間のf術件数等についてみると、「全身麻酔」はq′均20（，6作（†票  

準備農117．2、中央値柑2）、「人1一心肺を用いた手術＿ は－lそ均41作（標準偏差54、小▲Jと旭  

2）、「悪性腫瘍f術．は平均516什（標準偏差394、巾射虐43）、「脂膵鏡卜下術．は1「控ノ  

ヱ68作（標準偏差2R4、q】央値Ⅰ7）、「放射線酒席（体外照射法）」は・l′均41i7什（標準偏  

差4256、中央l虐352）、r分娩」はゃ均4Tl件（標準偏差29－2、■い失伯45）、「緊急帝トり」吼  

は平均75什（標準偏差60、中央値¢）であ／）た  

図表61平成20年10月1か月Ⅶの手術件数（∩＝68）  

ヽ；  ′‘′平鞠一ノ  讐攣t蒙  ノ中《■ 

圧）全身麻酔（件）  n＝る月  20（〉．6  l17ヱ  ほ2   

（カ人上心肺を用いたf術（什）   n＝る6   4．】   54   2   

⑬悪性腫妨手術（作）  n＝も4   51，6  39ヰ   4二！   

㊥腹腔鏡F手術（件）  n＝‘〕   2る一尺  2R4   17   

⑤放射線治療（体外照射法）（作）   n＝も5  4137  4256  〕52  

分娩（件）   n＝る只   47．l  29ヱ   45  

緊急帝1＝切開（作）   n＝6月   75  ¢0   ト  



2）医師事♯作業補助体制加算の届出が受理された闊期   

医師事務作業補助体制加算の届出が受理された時期についてみると、「平成20年4月」  

（65．5％）が最も多く、次いで「5月」（10，9％）、r‘月」（7，7％）、「7月」（5．0％）であった。  

囲曇63 医師事精作業補助体嘲加暮の雇出が受理された時期（∩＝339）  

3）書従者の配■時期   

専従者の配置時期についてみると、「平成20年4月以降」（55．5％）が最も多く、次いで  

r平成13－19年」（2】8％）、「平成12年以前」「平成20年1～3月」（ともに6．5％）の順で  

あった。  

劇泉別 事従者の【己t時期（∩＝339）  

0．肌    20．（n lO，仇   l0．O1   80．仇   l伽．0ち   

lm仇  

80．仇  

別1仇  

lO瓜  

20．仇  

n仇  

平成12年以前  

平成I3－1挿  

平成20年1－3月  

平成20年1月以■  

書回書  
平成20年 5月 l月  丁月  8月  ○月  相月 11月 †2月 平成21年   
■月  1月  

4）医縛事務作業補助体制加井の檀隷   

医師事務作業補助体制加算の種類についてみると、「50対1補助体制加算」（41．9％）が  

最も多く、次いで「川0対1補助体制加算」（2‘．5％）、「75対1補助体制加算」（25．1％）、「2！  

対1補助体制加れ（2．9％）であった。  

圃♯65 医師事務作業♯動体個加暮の托積  

【粍  2仇     l仇     ∝h     肌     一肌  

■25財1■助体■加暮 ロ50対I補助♯粥加暮 口汚紳輔助体甘加暮 ■1伽対1■助体¶加算○■回書   
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医師事務作業補助体制加算種類別の開設主体についてみると、全体では「医療法人J  

（38．古％）が最も多く、次いで「公立」（24．慕％）、「その他の法人」（15．9％）、「公的」（13J％）  

であった。   

医師事務作業補助体制加井の種類別にみると、25対1補助体制加算では「その他の法人」  

（仙0％）が最も多く、次いで「公立」r医療法人」（ともに30．0％）となった。50対1補  

助体制加算では「医療法人」（57．0％）が最も多く、次いで「その他の法人」（15．5％）、「公  

立」（128％）となった。75対1補助体制加算では「公立」（29．4％）が最も多く、次いで「医  

標法人」（2S．2％）、「公的」（27．1％）となった。100対1補助体制加算では「公立」（43．3％）  

が最も多く、次いで「医療法人」（22．2％）、「その他の法人」（16．7％）であった。  

瓜曇68 医師事務作業輔助体側加算種類別 開放主体  

○ヽ    Iれ    小    机    鵬   l肌  

医師事掛乍業補助体制加算種類別における病床規模についてみると、全体では「300～499  

床」（33．3％）が最も多く、次いで「500床以上」（20．‘％）、「2抑～299床」（15，0％）となり、  

平均は】42．4（中央値307）床であった。   

医師事務作業補助体制加算の種類別にみると、25対1補助体制加算では「500床以上」  

（80．0％）が最も多く、次いでr3抑～499床」（20．0％）となり、平均は砧川（中央値571）  

床であった。他と比べて、大規模病院の割合が高い結果となった．また、50対l補助体制  

加芽では「300－499床」（33．8％）が最も多く、次いで「100床未満」（】6．2％）、「100～149  

床」り4．g％）となり、平均は2糾．5（中央値229．5）床であり、すべての加算の種類の中で  

最も病床数の平均値が低かった。次に、75対1補助体制加算では「300ー499床」（353％）  

が最も多く、次いでr500床以上」（24．7％）、r200～299床」（け‘％）となり、平均は367．3  

（中央値329）床であった。100対】補助体制加算では「300－499床」（35．6％）が最も多  

く、次いで「500床以上」（25・6％）、「200～2卵床」（17・宮％）、平均は37る・7床（中央値3弱・5）  

であった。75対卜補助体制加頂と100対1補助体制加算については、病床規楕は似たよう  

な分布状況と平均値であった。  

図喪67 医師事務作業補助体制加算種類別 病床規欄  

（h l仇  2（粍  301 4（鵜  5仇  情  7（h  肌  軌 ItX粍   

全体（lF3ユl〉  

0．  

25対一輪助体刑   

加暮（lf10）   

50対1輔助体¶   
加∫（∩＝川2）   

丁5対t補助体¶   

加暮（n＝85）   

I∝l対1補助体巾   

加霊（『90）  

■甲立  口公正  臼公的  
■社食傭■関係団体 口匿■法人  Dll人  

■肇校注人  ●その他の法人   ロ■回答  

■l（め床乗礪  ロl（氾－IlO床  ロー50・－199床  ■2（坤－200床  

D雄一4℡9床  口弼床以上  
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1施設あたりの平均医師事務作業補助者教（美人数〉 と給与総額（非常勤）についてみる  

と、全体では「実人乳が26人、「（うち）医療従事経験者」が03人、「（うち）医療事務  

経験者」が09人、「給与総額」が374万円であった。な払1人あたりの給与額は145万  

円であった。  

図薇691施設あたりの平均・医師事務作業補助者数（異人数）と給与総額（非補助）  

5）医師事務作業補助者（書従者）の人数と給与総額  

1施設あたりの医師事務作業補助者数（実人数）と給与総額（常勤）の平均に／）いてみろ  

と、全体でほ「実人数」が50人、＝うち）医療従事経験者．が10人、「（うち）医療事拷  

経験者」が29人、r給与▲総額」が1198万円であった。なお、Ⅰ人あたりの給与篭削土240  

ノブ円であ／ノた。  

図表681施設あたりの平均・医師事務作業補助奇数（美人数）と給与総舗（♯勤）  賢漕、  

Jふ 弼郎㍍   ▼ソヅ蛤  教■   澤 野  悪    施設数（件）  148  7  引  田  4l  6  〔主〕冥人数（人）  2．6  10．7  2．7  l．6  2．1  0，1  ②（うち）阻療従事軽 験者（人）  0．3  0．0  0．6  0．2  0．2  0．1  ③（うち）医療事務経 験者（人）  0．9  2．0  1．ヱ  0．4  0．9  0．0   
④給与総額（月H）   37．4  1S3．7  ）A、l  22．1  29－l  l，ユ   

⑤1人あたり給与額  
（④／①）（万円）   14．5  17．1  1：事．9  13．R  14．0  】1．4   

ーJ．1t‘ヽ1 

∵≠∴∫  j， ．■〆て  ∵Å ∫：～  ∴ ・l          －′ ∴漱巌キ＝ 二、一え   
施設数（作）  235   7  】Ol   る3   59   5   

江）′だ人数（人）  5．0  コ：8－l   5．Ⅰ  4，2  2．9  52   

な）（うち）医摘従事軽     1．0  0．0  1．7  0－7  0．3  2．4   
験者（人）  

③（うち）医療事務経     Z．9  20．0  2．6  2．〕  2．2  2．0   
験古（人）  

毎）給与総額（万円）  l19，汽  6「r5．9  122，6  99．6  6月，2  144．2   

（91人あたり給与額     24．0  ユ4．0  24．1  2：！．9  23．）  27．7   
（④／笠））（万円）  （注〉④給与総額Jr⑤l人あたり給与額（④／①）」は月払  

（注）閲瀦与紺腋「⑤1人あたり給与聯（④／q））】は月額b  
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7）医師事務作業補助者が従事している兼務の内容   

「診断書などの文書作成補助」について医師事務作業補助者の従事状況をみると、全体  

では、「あり」が912％、「なし」が7．1％であった。   

加算種類別にみると、25対卜檎助体制加算では「あり」が100％であった。他の3つの  

加算種顎の施設でも「あり」との阿答が9割前後を占めた。  

図♯Tl医師事務作業補助者の従事状況  

－①鯵断暮などの文書作成補助一  

肌     2肌     〟几     机     8肪    圧肌   

6）医師事務作業欄傭席の配t状況   

医師事務作業補助者の配置状況についてみると、全体では、「病院全体でまとめて配置し  

ている」（65．5％）が最も多く、次いで、「特定の診療科に配置している」（201％）、「特定  

の病棟に配置している」（16－5％）、「特定の医師に配置している一（97％）となったひ   

加算種類別にみると、「100対l補助体制加算ノと「75対l補助体制加算」では「病院全  

体でまとめて配置している」という割合が他の加算種類と比較して相対的に高くなってい  
る。一九「25対1補助体制加萌」や「50対1補助体制加算」では「特定の診療科に配置  

している」や「特定の病棟に配置している」という割合が他の加算種類と比較して相対的  
に高くなっている。  

匹喪70 医師事舞作業補助者の配t状況（複数回答）  

00ヽ   20（h  10．仇  80仇  80仇  t00（汽  

全体（∩＝339）   

ZS対t補助休職   
加霊（n＝10）   

50対1補助t＊ll   
加暮（∩＝1●2）   

75対1補助体桝   
加▼（∩二85）   

t【氾対l輔肋体¶   

加暮（∩＝90）  

■院全体でまとめて紀tしている  

特定の鯵♯科にl己tしている  

特定の■鴨にl己tしている  

特定の臣節にE暮している  

その他  

書回菖  

■あり  ロなし  □■回書   



「診療記録への代行人力」について医師事務作業補助者の従事状況をみると、全体では  

「あり」が481％、「なしJが49．3％と同程度となった。   

加算種類別にみると、「あり」の割合は、25対1補助体制加算ではgO．0％であるが、50  

対】補助体制加算では5‘J％、75対1補助体制加算では4g2％、100対l補助体制加算で  

は37．名％と加算稽類が低くなるほど、「あり」の割合も低くなるという傾向がみられた。  

図裁73 医師事務作業補助者の従事扶潔  

～②鯵瘍記録への代行入力ー  

O1     2（h     4（粍    10ヽ     801    1（鞘   

「診断著などの文書作成（補助）」における各事務作業の主たる担当者についてみると、  

全体では「医師」が44．耳％、「医師事務作業補助者」が454％と同程度となった。   

加算種類別にみると、75対1補助体制加算では「医師」が35．〕％、「医師事掛乍業補助者．  

が00．0％となっており、「医師事務作業補助者」の割合が高い結果となった。  

図表72 各事務作業の主たる担当者  

－（》鯵断雷などの文雷作成（補助）一  

（れ      20ヽ     ヰ（れ     机     801    1（仇   

全休（n＝ユ39）   

ヱ5対l補助体刑   
加暮（n＝10）   

50対1補助体欄   
加■（∩＝川2）   

丁5対t補助体側   
加暮（n＝も5〉   

l（P対l補助体¶   

加霊（n＝00）  

全体（∩＝339）   

25対†補助体綱   

加暮（n＝＝tO）  

58対1補助休職   
加暮（∩こ川2）  

15対l補助体網   
加★（n＝85）  

l00紺1ヰ肋体■   
加■（∩＝桝））  

●医師  口臣嘱事鴨惰■織物肴  ■モの他  ロ■回篭  ■あり  ロなし  □■回書  

86   66   

†診標記録への（代行〉 入力」における各事務作礫の主たる担当者についてみると、全  

体では、「医師」が‘5，5％、「医師事務作業補助者」が14．5％であった。   

加算種類別にみると、25対1補助体制加算では90．0％が「医師」という回答であった。  

この他、50対1補助体制加算、75対1補助体制加算、100対1補助体制加筆では、「医師ユ  

という回答が‘割働から7割弱程度となった。  

図表74 各事務作業の主たる担当者  

～②鯵ホ記録への（代行）入力ー   

「医療の質の向上に資する事務作業」について医師事務作業補助者の従事状況をみると、  

全体では「あり」がる5．2％、「なし．が30．7％であった。   

加算種類別にみると、「あり」という割合は、25対1補助体制加算では90．0％、50対l  

補助体制加算ではる9．0％、75対l械助体制加算では67．1％、100対l補助体制加算では～3．3％  

と加算種類が低くなるほど、「あり」の割合も低くなるという傾向がみられた。  

凪象丁5 医師事務作書犠職者の従事状況  

－③医療のTの向上に責する事務作業～  

（h lO1 20ヽ 3仇 仰 501 0仇 TO1 8（h 肌 1肌   

全体（∩＝330）   

25対1補助体側   
加貫（n＝10）   

50対t縞助体憫   
加暮（n＝142）   

75対l補助体¶   
加∫（∩＝85）   

l（巾村l精勤体憫   
加暮（∩＝90）  

全体（∩＝訳柑）   

25対l補助体制   
加嘉（∩＝10）   

細対t補助体刑   

加算（∩＝112）   

TS対l補助休刊   
加暮（n＝8S）   

l00蘭帖腋助体欄   

加事（n＝抑）  

■匿■  D匿師■♯作義補助著  ロその他  ロ■回書  ■あり  □なし   
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「行政上り）業務（救急医措情報システムへの入力等）」について医師事務作業補助者の従  

事状況をみると、全体では、「あり」が395％、「なし」が569％であった。   

加算稽掛】l」にみると、「あり＿ とい引可答割合は、25対1補助体制加算でlユ印0？も、50  

対1補助体制加算では465｛‰、75対l補助体制加闇では〕65％、100対t補洲本制加斉で  

は2詫9（施と、加算稚煩が低くなろはど、「あり」（7）割合も低くなるという傾向がみられた。  

風量77 医師事務作業補助者の従事状況  

－④行政上の業務（救急医療情報システムへの入力専）～  

隕 l肌 2（h 肌 ヰ01 501 60ヽ 7（れ 801 蛾1∝粍  

「医糠の質の向jに督トう貌務作牒」に才．りる往や粍作業び）iたる担当首についてノ⊥ろ  

と、李体では、r医師」が407％、r医師事務作業補助者．か324’、ノらご恩／ノた 

加算捕虜抽‖こみろ！、25対Ⅰ補助体制加算で‡t r医師撃附†一登補則成 r70椚舶が「医  

師，（200％）上りも人幅に1」〔巨〕ていろが、50対t補助体㈲加臥 75対】補助体制力‖臥  

100対l補助体制拙僧では†医師」が「医師事綴作業補凱者」よりヰ）多く／亡／〕ている  

図表76 各事務作兼の主たる担当者  

～（卦医療の賞の向上に資する事務作業～  

○ヽ     2仇     40～     …     8（汽    1（Xh   

全体（∩＝330）  

25対l補助体制   
加算（∩ニーO）   

50対l補助体II   
加暮（∩＝川2）   

75対1補助体●l   

加暮（n＝85）   

l∝ゆ＝補欄沌Hl   

加暮（∩二00〉  

全休（「ド339）  

25対1補助体制   
加暮（∩＝10）   

50対l補助体制   
加嘉（n＝142）   

75対t補助体刑   
加暮（n＝85）   

l00側叫腋物体¶   

加暮（n＝90）  

■あリ  ロなし  ロー回答  ■臣鐸   口匿繹事糟作▲補助者  □その他  ロー回答   

8）医師事務作業補助者の業務範囲の明確化   

医師事務作業補助者の業務範開の明確化についてみると、全体では「院内規程等で明確  

にしている」が郎絹％、「曖昧な部分がある一 が74％であった。   

加算種類別にみると、25対l補助体制加算、100対l補助体制加算では「院内規程等で  

明確にしている」が他と比較して軒干低く（それぞれRO．0％、R2．2％）、「嘩味な部分がある  

が他と比較して相対的に高く（それぞれ20．0％、I11％）なっている。  

図表79 医師事務作業補助者の業殊範囲の明確化  

（玖  2（玖  l仇  8仇  80ヽ     1肌   

丁子†攻上の業務（救急医療情報システムヘの入力等）」における各事務作業の巨たる押、り  

者についてみると、全体では「医師」が13．6％、「医師事務作業繍助者」が224％であった   

加算稚類別にみると、25対1補助体制別事では「医師事務作業補助者」が60．0％と賀川  

Lて高〈なっている。  

図表78 各事務作業の主たる担当者  

－④行政上の業務（救急医瘍情報システムヘの入力専）－  

O1     2Ch     40ヽ     机     8（汽    1肌   

全体（n＝339）  

～5封1補助体制   

加井（∩＝10）   

50対l補助体側   
加■汗＝川2）   

75対l補助体欄   
加算（n＝85）   

1（相対1補助体制   
加■（∩二90）  

全体（†Fユ38）  

25対1補助体制   
加霊（∩＝】0〉   

50対l補助体制   
加暮（∩＝142）   

75対l補助体刑   

加T（∩＝85）   

100対1補助体制   

加算（忙糾））  

■医師  口医師■粍作業補助者  口その他  ロー回苔  
■院内規程響で明確にしている口曖昧な≠分がある8その他ロー回答  
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9）個人情報優護上の憫且発生の書■   

個人情報保護上の間應発生の有無についてみると、全体では「発生していない」が971％  

で、一発生した」はなかった．  

図表80 個人情報保薗上の間層発生の轟九  

肪 l仇  2（川  鍋 l01 5（h 8（九  丁（れ 801 軌 l肌   

e）ハイリスク分娩t理加★について  

1）ハイリスク分娩t】璽加算の届出状況   

ハイリスク分娩管理加算の届出状況についてみると、「届出をしている」が‘01％（310  

施設）、「現在は届出なし、今後届出を行う」が0．阜％、「届出をしていない」が33．7％であ  

った。  

図曇81ハイリスク分娩管理加暮の届出状況  

（粍  2（粍  101  …  肌     1【肌  

全体（∩＝330）   

25対I補助♯巾   
加嘉（∩＝10〉   

知対t■助体側   
加■（∩＝川2）   

75対l縛れ体¶   
加暮（作ヰ5）   

l00対1ヰ肋体¶   
加∫（∩＝抑）  

ロ醜掛ま属出なし、サー■出を行う  

■届出をしている         ロ雇出をしていない  □■回書  

1発生していない  ロ彙生した  □■回書  

73  74  

2）ハイリスク分娩t甥加算の雇出が受電された時期   

ハイリスク分娩管理加算の届出が受理された時期についてみると、「平成20年4月」  

（＄7．7％）が最も多く、次いで、rる月」（）9％）、「5月」0．2％）となった。  

皿嚢82 ハイリスク分娩t理加算の馬出が生理された鴫期（∩＝310）  

3）分娩件数  

1施設あたりの分娩件数の平均値・中央値についてみると、平成20年9月、】0月では前  

年同月と比較して、わずかながら増加した．  

閂嚢831施設あたりの分娩件放（n＝305）  

（単位：件）  
100．01  

8001  

1n仇  

l0．01  

20．01  

00ヽ  

感．こ瓦  平 成 19 年  8月  52．9  44．6  ‘15．0  0．0  45．0   9月  51．0  40．2  517，0  0．0  44．0   10月  52．g  44．3  6Ⅰ8．0  0．0  45．0  平 成 20 年  8月  52．‘  ヰ4．0  ‘31．0  0．0  ヰ6．0   9月  5：事．9  44．ユ  615．0  0，0  4g．0   10月  5二！．‘  4（l，0  弼．0  0．0  46．0  （ 
注）分娩件数について欠損隠のない305件     を対動こ集計を行／〕た。   

l・れ  0．漁  ○・飢  0．訊  ○仇  0仇 l・机  

寧鷹加■4月 5月  l月  丁月  l月  ○月  相月 11月 12月  不■  
4）ハイリスク分娩t甥加暮霊定回数   

ハイリスク分娩管理加算算定回筆削こついてみると、平成20年長月、9月、相月は前年同  

月と比較して2倍近い数値となっている。  

図嚢84 ハイリスク分娩書理加算算定回数（n＝祁9）  

（単位：回）  

疑  平 成 I9 年  S月  10．2  14，9  119．0  0．0  5．0   9月  10．）  14．7  93．0  0．0  4．0   10月  11．2  1‘．0  98．0  0．0  6．0  平 戚 20 年  名月  20－4  25．】  163．0  0．0  13．0   9月  20．病  26．5  253．0  0．0  15．0   10月  21．3  26，＄  2：Il．0  0．0  15．0   
往）分娩件数について欠損値のない269作を対射こ集計を行った。  
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（3）医師土庄書綱壬・医師調査  

【隅査対暮専】  

・、■ T■ ∴； ‡  
（争医師が勤務する施政の几性  

1）開設三拝   

開設上体に／ついてみると、Ⅰ束師資任恩では「公、王（260し‰）が巌ヰ，多く、次いで r医糠  

法人」（221％L「公的」（lる9％）、rその他の法人＿（り9％）■Pあ／）た。医師も同様で、】二†  

立」（254（三も）が最も多く、次いで「医療法人」（Ⅰ741舛））、「公的」（169％，）、rその他の法人  

（t39％）であ一）た．，  

図養85 開設主体  

O1  20ヽ  1仇  机  801  t肌  

2）許可病床数   

許可病床数による病床規模についてみると、医師責任者では「200～499床」（445％）が  

最も多く、次いで「500床以上」（40（，％）、「200床未満」（149％）の順であった。医師で  

は「500床以上」（498％）が最も多く、次いで「200～499丸（柑1％）、「200床未満」（101％）  

の順であったu  

凪褒86 許可病床数による病床規縫  

O1  201     4仇      …      801    1m  

■2（氾床未満  ロ2（氾－●08床  ロ500床以上  

暮国立  □公立  □公的  
暮社会保険関係団体 □臣■法人  ロ■人  
t肇校法人  tその他の法人    ○書回答  

※参考 開設寺＝体の内訳  

人一方働首健康福祉機構、その他（L藍＝   

都道府県、市町村、地力独立千丁政法人   

公的   ロ木赤卜宰杜、済生会、北海道社会事琶協会、全問厚斗二農業協「－可組合  
連合会、国民健康保険団休連合会   

社会保険関係団体  全回社会保険協会連合会、呼生隼金事業振興l≠、船員保険会、健康保  

険組合およぴその連合会、共済組′含およぴその連合会、国代健康保朋  国立  厚生労働省、姓）上行政法人［可射呑院機構、し可、二た大学法人、独立行政沫     公立                   組合  その他の法人  公益法人、什会福祉注三人、F転校生協、全社、その他の法人   

3）病院種別   

病院種別についてみると、医師賃佳肴、医師ともに r災害拠点病院」（それぞれ451ウも、  

517％）が最も多く、次いで「がん診療連携拠点病院」（374■‰、452％）、「地域医療支援柄  

院」（206％、219％）、「特定機能病院」（139％、21．0％）、「小児救急医療拠点病院」（45■舛，、  

49％）となった。  

図舞87 病院種別（♯数回苔）  

0．O1   20．01   18．（h   80．0ヽ    80．仇   t（X）【）ヽ  

4）救急医瘍体制   

救急医療体制に一〕いてみると、医師背任看、医師ともに「第2次救急」（それぞれ‘7．5％、  

62，7％）が最も多く、次いで「救命救急センター」（22g％、27．1％）、「地域周産期母子医療  

センターー」（191％、211％）、「総合爛産期母子医療センター」（112％、】5．0％）、「高度救命  

救急センターー」（32％、46％）となった。  

図豪88 救急医■体制（複数回答）  

00～   2001  18．（h   80仇   80（粍  l00．仇  

特定機能■横  

地壌医療支攫■院  

小児救急医■拠点■院  

災書拠点■陳  

がん鯵■連携≠点■院  

その他  

事2次救急  

救命救急センサー  

ホ度数命数急セント  

総合用度期母子医療セント  

地■用度期母子匿■セント  

その他   




